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広
告
の
お
申
し
込
み
は

秘
書
・
広
報
課
ま
で

◀
◀
◀

広
告

出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

　子育てをしているお母さんたちの息抜きにな
ればと思い、今年3月に10人のお母さんたちが
集まり結成されました。
　月１回持ち寄りのランチ会をして、お母さん
たちの交流をおこなっています。
　お母さん方からは、「気楽に子どもや家庭の

話ができて楽しい」「とてもよい気晴らしにな
る」「会場も公民館なので気兼ねしなくていい」
と大変好評だそうです。
　これからも、ゆるーい活動を続けていき、お
母さん方の繋がりを保っていく気楽なサークル
にしていきたいとのことでした。

　詳しいことは子育て支援センター内
の掲示板でお知らせしています。入退
室自由の気楽な集まりです。市外から
転入されたお母さんやプレママさんも
歓迎します。
　ぜひ参加してみたいという方は、下
記までお問い合わせください。

問　子育て支援センター
　　（市民交流センター 2階）
　　　　　　　　☎87 ｰ 3830

子育てサークル「カンガルーママくらぶ」
「子育て楽しい！！」

ランチ会の様子
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子どもたちに子どもたちに
豊かな自然環境を残すために豊かな自然環境を残すために
～平成27年度勝山市エコ環境都市推進活動表彰式・

かつやま環境フォーラム2015～
　

11
月
14
日
、
福
祉
健
康
セ
ン

タ
ー「
す
こ
や
か
」に
お
い
て『
平

成
27
年
度
勝
山
市
エ
コ
環
境
都
市

推
進
活
動
表
彰
式
』
お
よ
び
『
か

つ
や
ま
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

５
』
が
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
名

の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

勝
山
市
エ
コ
環
境
都
市
推
進
活

動
表
彰
は
、
多
年
に
わ
た
り
勝
山

市
の
地
域
環
境
の
向
上
な
ど
に
尽

力
し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
個
人
や
団
体
な
ど

に
対
し
表
彰
す
る
も
の
で
、
平
成

23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、北
郷
町
志
比
原
区
、

平
泉
寺
小
学
校
、
北
郷
小
学
校
、

ケ
イ
テ
ー
・
テ
ク
シ
ー
ノ
㈱
の
４

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、
市
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
エ

コ
環
境
都
市
推
進
活
動
の
事
例
発

表
や
、
有
識
者
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
幼
稚
園
児

と
音
楽
サ
ー
ク
ル
に
よ
る
歌
の
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
や
中
学
生
は
、
発
表
の

中
で
「
勝
山
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
守
り
た
い
と
考
え
、
活
動
し
て

　

今
年
度
は
４
団
体
を
表
彰

　

大
人
た
ち
の
協
力
が
必
要

い
る
が
自
分
た
ち
だ
け
で
は
限
界

が
あ
る
。
大
人
た
ち
の
協
力
が
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　
『
こ
れ
か
ら
の
環
境
保
全
活
動

に
向
け
て
』
の
テ
ー
マ
で
開
催
さ

れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
各
有
識
者
か
ら
「
環
境
保

全
活
動
の
勝
山
モ
デ
ル
を
作
り
上

げ
ら
れ
る
と
い
い
の
で
は
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

環
境
政
策
課（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
4

成器南小学校

勝山北部中学校

村岡小学校

北郷小学校

成器南幼稚園の5歳児とむろこ女性の会「ひよこクラブ」が
オカリナサークル「てんとうむし」の演奏に合わせて童謡「赤
とんぼ」と「ふるさと」を歌いました。

パネルディスカッションで発言するパネリスト（左から石
川県立大学の上田名誉教授、福井県自然保護センターの松
村所長、市教育委員会の北川指導主事）
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雪
に
備
え
ま
し
ょ
う
！

冬
の
季
節
に
入
り
ま
し
た
。

冬
の
季
節
に
入
り
ま
し
た
。

雪
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、
雪
を
克
服
し
ま
し
ょ
う
！

雪
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
、
雪
を
克
服
し
ま
し
ょ
う
！

　

市
で
は
除
雪
作
業
（
主
に
雪
下

ろ
し
作
業
）
を
有
料
で
行
っ
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
、
そ
の
情

報
を
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
作
業
を
依
頼
し
た
い
方
は

そ
ち
ら
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総

務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

福
井
勝
山
総
合
病
院
か
ら
県
立

病
院
お
よ
び
福
井
大
学
医
学
部
付

属
病
院
ま
で
の
道
路
は
、
積
雪
５

㎝
で
除
雪
車
を
出
動
さ
せ
ま
す
。

　

市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該
当

す
る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し
費

用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
健
康
長
寿
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

水
道
管
が
凍
結
し
て
破
損
し
、

漏
水
す
る
事
故
が
多
発
す
る
冬
期

間
は
、
次
の
こ
と
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

● 

水
道
メ
ー
タ
ー
の
場
所
を
確
認

し
、
除
雪
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

（
漏
水
し
た
場
合
は
、 

水
道

メ
ー
タ
ー
横
に
あ
る
止
水
栓
を

閉
め
て
水
を
止
め
ま
す
）

● 

屋
外
の
水
道
管
や
蛇
口
は
防
寒

し
ま
し
ょ
う

● 

長
期
不
在
に
さ
れ
る
場
合
は
、

給
水
中
止
の
手
続
き
を
と
る

か
、
水
道
メ
ー
タ
ー
横
に
あ
る

止
水
栓
を
閉
め
て
く
だ
さ
い

● 

漏
水
し
た
場
合
は
、
早
急
に
指

定
給
水
工
事
事
業
者
に
修
繕
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い

除
雪
作
業
員
の
募
集
と
ご
紹
介

水
道
管
の
凍
結
に
ご
注
意
を

緊
急
患
者
の
搬
送
支
援

高
齢
者
世
帯
な
ど
の

屋
根
雪
下
ろ
し
費
用
を
助
成

雪に対する雪に対するルールルールととマナーマナーを守りましょうを守りましょう
●大雪警報などが発表されたときは、外出を控える
●除雪の妨げになるため、路上駐車はしない
●マイカーを控え、公共交通機関を利用する
●融雪のために水道水を使うことは控える
●排雪された道路への雪の投げ入れはしない

●地域ぐるみで除排雪を行う

● 屋根雪下ろしでの転落事故や、除雪機械による
事故に注意する

●防火水槽や用水路付近の除排雪を行う

● 開いた投雪口（グレーチングなど）には必ず赤
旗などを立て、使用後は確実に閉じる

雪捨て場の開設について
　下記のとおり雪捨て場所を指定します。常時ではなく
積雪の状況により開設を行いますので、市ホームページ
をご覧いただくか、建設課までお問い合わせください。
①勝 山 橋　　九頭竜川上流（右岸）
　　　　　　　立石線つきあたり
②滝波新橋　　滝波川上流（左岸）
③荒 鹿 橋　　九頭竜川下流（左岸）
④天 王 橋　　岩屋川下流（左岸）

<お問い合わせ先>
■水路の雪詰まり
　消防署 ☎88 ｰ 0400
■道路の除雪、雪捨て場の開設
　建設課（市民会館2階） ☎88 ｰ 8107
■除雪作業員の登録・紹介
　総務課（市役所2階） ☎88 ｰ 1116
■屋根雪下ろしの助成金
　健康長寿課（すこやか内） ☎87 ｰ 0888
■水道関係
　上下水道課（市民会館2階） ☎88 ｰ 8109

水道メーターと止水栓
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届
き
ま
し
た
か
？
あ
な
た
の

届
き
ま
し
た
か
？
あ
な
た
の
ママ（

 
個
 
人
 
番
 
号
 
）

（
 
個
 
人
 
番
 
号
 
）

イ
ナ
ン
バ
ー

イ
ナ
ン
バ
ー

問　

市
民
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
88
‐
８
１
０
２

　

ま
だ
お
手
元
に
届
い
て
い
な
い

方
は
、
市
民
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
通
知
カ
ー
ド
は
、

平
成
28
年
３
月
末
ま
で
市
民
課
で

保
管
し
ま
す
。

※ 

10
月
５
日
以
降
に
勝
山
市
に
転

入
さ
れ
た
方
や
お
生
ま
れ
に

な
っ
た
方
は
、
後
日
の
配
達
と

な
り
ま
す

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
写
真

撮
影
か
ら
申
請
完
了
ま
で
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
（
通
知
カ
ー
ド
の
下

部
分
）
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
を
申
請
さ
れ
た
場
合
、
交

付
は
平
成
28
年
１
月
以
降
と
な
り

ま
す
。
交
付
準
備
が
で
き
ま
し
た

ら
通
知
し
ま
す
の
で
、
通
知
に
記

載
の
必
要
書
類
を
持
参
の
う
え
市

民
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

は
任
意
で
す

①
住
基
カ
ー
ド
発
行
の
終
了

終
了
日
時
▼
12
月
28
日
（
月
）

午
後
４
時
30
分

② 

住
基
カ
ー
ド
の
電
子
証
明
書
発

行
・
更
新
の
終
了

終
了
日
時
▼
12
月
22
日
（
火
）

午
後
４
時
30
分

　

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
効
期

間
内
で
あ
れ
ば
、
平
成
28
年
１
月

以
降
で
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
を
受
け
る
ま
で
利
用
可

能
で
す
。

※ 

住
基
カ
ー
ド
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
交
付
時
に
返
却
し

て
い
た
だ
き
ま
す

ご
注
意
く
だ
さ
い

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付

が
、
確
定
申
告
の
期
間
内
に
間
に

合
わ
な
い
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
り
確
定
申
告

を
行
う
予
定
の
方
は
、
住
基
カ
ー

ド
の
電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
を

ご
確
認
い
た
だ
き
、
必
要
な
方
は

終
了
日
時
ま
で
に
発
行
・
更
新
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

通
知
カ
ー
ド
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
申
請
を

お
手
伝
い
し
ま
す

住
基
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
へ

入
札
関
係
の
お
知
ら
せ

勝
山
市
競
争
入
札
等
参
加
資
格

審
査
申
請
【
追
加
申
請
】

　

平
成
27
・
28
年
度
に
お
い
て
、

市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
や
工
事

関
係
委
託
、
そ
の
他
委
託
、
物
品

等
に
係
る
一
般
競
争
入
札
、
指
名

競
争
入
札
お
よ
び
随
意
契
約
に
参

加
を
希
望
す
る
方
は
、
次
の
と
お

り
資
格
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、申
請
済
み
の
事
業
者
は
、

申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

少
額
の
発
注
に
つ
い
て
も
、
入

札
参
加
資
格
登
録
業
者
へ
発
注

し
ま
す
の
で
、
必
ず
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
た
だ
し
、

10
万
円
未
満
の
そ
の
他
委
託
、

物
品
等
お
よ
び
小
規
模
修
繕
の

場
合
は
適
用
除
外
）

申
請
区
分
▼
次
の
４
つ

①
建
設
工
事

　

建
設
業
法
に
規
定
す
る
28
業
種

②
工
事
関
係
委
託

測
量
、
土
木
関
係
コ
ン
サ
ル
、

建
築
関
係
コ
ン
サ
ル
、
地
質
調

査
、
補
償
コ
ン
サ
ル

③
そ
の
他
委
託

清
掃
、
警
備
、
設
備
保
守
、
廃

棄
物
処
理
、
調
査
、
検
査
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
業
務
な
ど

④
物
品
等

文
具
・
医
療
薬
品
、
印
刷
製
本
、

写
真
、
電
気
機
器
、
消
防
機
器
、

機
械
器
具
、
車
両
類
、
燃
料
、

繊
維
・
被
服
、
日
用
品
、
装
飾
、

看
板
、
楽
器
・
運
動
具　

他

登
録
項
目
の
追
加
、
変
更

　

平
成
27
・
28
年
度
度
勝
山
市
競

争
入
札
等
参
加
資
格
者
登
録
名
簿

に
掲
載
済
み
の
事
業
者
で
、
登
録

項
目
の
追
加
、
変
更
を
受
け
付
け

ま
す
。

市
内
新
規
事
業
者
の
登
録

　

市
内
に
本
店
を
有
す
る
事
業
者

で
、
新
規
に
申
請
す
る
場
合
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

申
請
期
間
▼
12
月
10
日
㈭
〜

平
成
28
年
１
月
29
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

※
土
日
祝
日
を
除
く

申 

請
方
法
▼
申
請
書
な
ど
に
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
総
務
課
ま

で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
（
市
外

業
者
は
郵
送
可
）

※ 

申
請
要
領
お
よ
び
様
式
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
総
務
課

で
配
布
（
有
料
）
し
ま
す

申
・
問　

総
務
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
６
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予　算　額 支出済額及び支出率（対予算） 平成27年度
　

市
で
は
、
年
2
回
、
市
の
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
27
年
度
予
算
の
上
半
期（
4
月
1
日
か
ら
9
月
30
日
）に

お
け
る
予
算
執
行
状
況
や
市
税
の
収
入
状
況
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計

特
別
会
計

上
半
期
の
状
況

上
半
期
の
状
況

一
般
会
計
予
算
の
執
行
状
況
（
9
月
30
日
現
在
）

歳
入

（注）予算額、収入済額、支出済額には、繰越明許費
　　 を含みます

歳
出

収入済額及び収入率（対予算）予　算　額
56.4%

29.4%

37.0%

39.6%

0.0%

73.6%

38.2%

100.0%

61.2%

45.2%

39.1%

49.5%

18.6%

6.3%

58.1%

93.6%

0.0%

100.0%

6.5%

0.0%

36.5%

15億9,429万円

4,234万円

277万円

356万円

0万円

2億7,234万円

956万円

647万円

23億6,449万円

188万円

6,624万円

5,016万円

4億9,113万円

7,258万円

683万円

375万円

0万円

3億5,346万円

3,294万円

0万円

53億7,479万円

市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

労 働 費

農 林 水 産 業 費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災 害 復 旧 費

公 債 費

予 備 費

合 計

1億8,603万円

22億2,181万円

36億8,827万円

6億3,448万円

1億1,332万円

7億39万円

6億8,182万円

32億8,502万円

3億4,101万円

17億69万円

2,423万円

11億4,128万円

281万円

147億2,116万円

54.3%

41.2%

35.3%

22.3%

94.7%

28.6%

66.9%

10.5%

43.5%

35.9%

40.9%

45.8%

0.0%

33.0%

1億109万円

9億1,578万円

13億98万円

1億4,138万円

1億728万円

2億5万円

4億5,596万円

3億4,509万円

1億4,833万円

6億985万円

992万円

5億2,290万円

0万円

48億5,861万円

特別会計予算の執行状況

28億2,495万円

1億4,400万円

750万円

900万円

280万円

3億7,000万円

2,500万円

647万円

38億6,291万円

416万円

1億6,947万円

1億137万円

26億3,955万円

11億5,210万円

1,177万円

400万円

3億5,253万円

3億5,346万円

5億480万円

21億7,532万円

147億2,116万円

会　　　計　　　名 予 算 額 収入済額 支出済額
育 英 資 金 4,843万円 985万円 2,010万円
下 水 道 事 業 10億1,490万円 1億9,050万円 4億2,361万円
簡 易 水 道 事 業 1億8,601万円 164万円 2,556万円
国 民 健 康 保 険 31億4,077万円 14億1,122万円 12億9,210万円
後 期 高 齢 者 医 療 3億 937万円 1億 17万円 1億 367万円
介護
保険

保 険 事 業 勘 定 28億4,118万円 11億3,008万円 11億9,705万円
介護サービス事業勘定 1,397万円 558万円 398万円

農業集落排水事業 1億5,518万円 1,414万円 6,660万円
市 有 林 造 成 事 業 5,559万円 293万円 1,071万円
特 別 会 計 合 計 77億6,540万円 28億6,611万円 31億4,338万円

市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

市税の収入状況 予 算 額 28億2,495万円
収入済額 15億9,429万円

12億2,098万円
4億8,133万円
11億9,661万円
8億5,794万円
6,588万円
6,060万円

1億6,885万円
8,589万円
3,279万円
1,112万円

1億3,984万円
9,741万円

現　在　高
107億5,634万円
57億5,956万円
1億2,557万円
14億9,444万円

4,162万円
181億7,753万円

会　　　計　　　名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
市有林造成事業
合　　　　計

市債の状況

特
別
会
計

　また、現在高107億5,634万円のうち借り入れ利率別の
内訳は次のようになっています。

目　　的　　区　　分 現在高（一般会計分）
13億5,781万円
24億5,357万円
3億8,855万円
3億 729万円
3億5,949万円
3億 101万円
2億5,781万円
53億3,081万円
107億5,634万円

教育債（学校）
土木債（道路橋りょう整備・都市計画等）
　〃　（公園等整備）
農林業債（農道・林道等整備）
消防債（防災・防火施設等整備）
衛生債（ごみ処理施設・火葬場等整備）
民生債（保育所・児童センター等整備）
その他（臨時財政対策債・災害復旧事業等）
　　合　　　　　　　　　計

利　　率
～1.0％以下
～2.0％以下
～3.0％以下
～4.0％以下
～5.0％以下

現在高（一般会計分）
68億1,332万円
35億8,984万円
3億 894万円
3,902万円
522万円

割　合
63.3%
33.4%
2.9%
0.3%
0.1%

　市債は、市が大型事業を実施するために国などから資
金を借り入れる長期債務（借金）です。本来、その年度に
使う経費はその年度でまかなうのが原則ですが、公共施
設の建設などには、一時的に多額の費用がかかること、将
来の世代にわたって利用されることなどから、財源の不足
を補い、年度間の財政負担を平準化し、次の世代にも費用
を負担してもらうことで世代間の負担を公平にする効果が
あります。市では、市債の中でもなるべく普通交付税とし
て後年度に国から財源措置される市債の借り入れを行うこ
ととしており、災害復旧事業や総合的な経済対策事業など
に充てています。9月末現在の残高は107億5,634万円
（前年同月末比5.5%の増）となっていますが、そのうち
64.3%にあたる69億1,806万円が普通交付税として後年
度に国から財源措置されます。

市債の活用について市債の活用について
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　平成25年4月から平成26年3月診療分として
病院や調剤薬局などに支払った、1年分の診療
報酬明細書データをもとに分析し、厚生労働省
が規定する疾病大分類別に一人当たり医療費の
高い順に並べたのが以下のグラフです。

　グラフから循環器系疾患（高血圧など）、内
分泌・栄養および代謝疾患（糖尿病など）、腎
尿路・生殖器系の疾患（糖尿病性腎症などの腎
疾患など）と、およそ半分を生活習慣病関連の
疾病が占めており、県平均を上回っています。

　国内にお住まいの20歳以上60歳未満の方は、国
民年金に加入することが義務付けられています。
●どんな時に国民年金に加入するの？
①20歳になったら（厚生・共済年金加入者を除く）
　※ 国民年金加入手続きの通知は、誕生日月の前月に

日本年金機構よりご本人様宛に届きます
②仕事をやめたとき
③配偶者の扶養から外れたとき

●国民年金（基礎年金）は暮らしを支えます！
　老齢基礎年金は老後の生活を、障害基礎年金
は病気やケガで障害を負った方の生活を、遺族
基礎年金は加入者が亡くなったときに子のある
妻または、子の生活をそれぞれ支えてくれます。

● 平成27年度の国民年金保険料は月額15,590円です
　保険料はまとめて先払い（前納）することで
割引される制度や、納付が困難な方のために納
付猶予・免除制度もありますので、ご相談くだ
さい。

　60歳を過ぎた方でも、国民年金に加入し
て、基礎年金額を増やすことができる場合があり
ます。
●任意加入できる方
　60歳到達時に下記条件を満たす方

　なお、加入できる期間は、60歳の誕生日の前
日から65歳の誕生日月の前月末までです。
例）昭和30年12月12日生まれの方
　　平成27年12月11日～平成32年11月30日
　※納付方法は口座振替が原則となっております

年金の加入記録が確認できます！
　これまでの年金加入記録などが確認でき
る「ねんきんネット」をご利用ください。

なんと！半分は生活習慣病！？なんと！半分は生活習慣病！？

国民年金加入の国民年金加入の
手続きをお忘れなく！手続きをお忘れなく！

任意加入制度を任意加入制度を
ご存知ですか？ご存知ですか？

国
保

年
金

問　市民課（市役所１階）☎88 ｰ 8102
　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 2316

20～ 59歳
の方へ

60～ 64歳
の方へ

（納付月数と免除・猶予月数の合計が480月より少ない）

保険料を
納めた月数

免除・猶予を
受けた月数 ＜480月

勝山市国保の一人当たり医療費 疾病別ランキング

勝山市国民健康保険1人当たり医療費　疾病大分類別ランキンググラフ

医療費分析

●健康診断の受診で早期発見・早期治療をしましょう！
●食生活や運動習慣の見直しで、すこやか生活を目指しましょう！

（１位）循環器系の疾患（高血圧など）

（２位）新生物（ガンなど）

（３位）内分泌・栄養および代謝疾患（糖尿病など）

（４位）消化器系の疾患

（５位）腎尿路・生殖器系の疾患

（６位）筋骨格系および結合組織の疾患

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000
1 人当たり医療費（円）

福井県（参考）
勝山市

問　市民課（市役所1階） （☎88 ｰ 8102）
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冷
蔵
庫
内
の
分
か
り
や
す
い

場
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
の

高
齢
者
の
在
宅
在
宅
生
活
を

生
活
を

支
援
し
ま
す
！

支
援
し
ま
す
！

　

市
で
は
、
高
齢
者
が
自
立
し
た
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
に
、

次
の
よ
う
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
よ
り
安

心
で
安
全
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課

（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８  

　

生
活
を
援
助

買
い
物
や
掃
除
、
調
理
な
ど
を

手
助
け
し
ま
す

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た

方
が
い
な
い
世
帯

費　

用
▼
１
回
（
１
時
間
）

２
０
０
円

玄
関
前
の
除
雪
を

手
助
け
し
ま
す

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
た

方
が
い
る
世
帯

費　

用
▼
１
回
（
１
時
間
）

３
０
０
円

※
一
冬
期
間
６
回
以
内

　

緊
急
時
に
備
え
る

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
（
日

中
の
み
高
齢
者
世
帯
も
含
む
）に
、

無
料
で
救
急
キ
ッ
ト
（
自
宅
で
の

緊
急
時
に
、
救
急
隊
に
医
療
情
報

な
ど
を
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
）

を
配
布
し
ま
す
。

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

　

病
弱
な
た
め
に
緊
急
時
の
対
応

が
困
難
な
世
帯
に
、
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
（
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ル
）
を

設
置
し
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
世
帯
な
ど
で
、
要
援
護
者

と
し
て
市
の
名
簿
（
福
祉
票
）

に
登
載
さ
れ
て
い
る
方
の
世
帯

費 　

用
▼
無
料
（
た
だ
し
通
話
料

は
自
己
負
担
）

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
を

通
し
た
見
守
り

　

調
理
な
ど
が
困
難
な
方
に
、
健

康
な
ど
を
考
慮
し
た
食
事
を
配
達

し
、
安
否
確
認
を
行
い
ま
す
。

対 　

象
▼
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世

帯
で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の

名
簿
（
福
祉
票
）
に
登
載
さ
れ

て
い
る
方

費　

用
▼
１
食
２
１
０
円

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

　

屋
根
雪
下
ろ
し
の
助
成

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
な
ど

で
、
要
援
護
者
と
し
て
市
の
名
簿

（
福
祉
票
）
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、

か
つ
市
民
税
非
課
税
で
あ
る
な

ど
、
市
が
定
め
る
対
象
要
件
に
該

当
す
る
方
に
は
、
屋
根
雪
下
ろ
し

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

な
お
、
助
成
を
受
け
る
に
は
事
前

登
録
が
必
要
で
す
。

助
成
金
▼
１
回
に
つ
き８

０
０
０
円

※ 

一
冬
期
間
２
回
以
内
、
地
区
に

よ
っ
て
は
４
回
以
内

相
談
先
▼
地
区
の
民
生
委
員

 

要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
、

障
害
者
控
除
の
認
定

　

12
月
31
日
現
在
で
介
護
保
険
の

要
支
援
２
ま
た
は
要
介
護
１
〜
５

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
障

害
者
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
者
に
は
１
月
下
旬

に「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

障
害
者
控
除
の
区
分
▼

•
要
支
援
２
、
要
介
護
１
・
２

↓
障
害
者
控
除

•
要
介
護
３
〜
５

↓
特
別
障
害
者
控
除

緊急通報システム

ヒートショックに
　　注意しましょう！

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

と
は
、
急
激
な
温
度

変
化
に
よ
っ
て
血
圧

が
急
変
動
し
、
心
臓

や
血
管
に
大
き
な
負

担
が
か
か
る
こ
と
を

言
い
、
失
神
や
心
筋

梗
塞
、
脳
梗
塞
な
ど

を
起
こ
し
ま
す
。

　

冬
期
間
は
、
浴
室

な
ど
で
の
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
救
急
件
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

特
に
高
齢
者
や
高
血
圧
、糖
尿
病
、

脂
質
異
常
症
の
人
は
注
意
が
必
要

で
す
。

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
備
え
る
に
は

• 

脱
衣
所
や

ト
イ
レ
を

暖
房
機
な

ど
で
暖
め

る
• 

シ
ャ
ワ
ー

で
お
湯
を

た
め
、
浴
室
全
体
を
暖
め
る

• 

食
事
の
直
後
や
飲
酒
時
の
入
浴

は
控
え
る

• 

入
浴
前
に
水
分
を
と
る

• 

入
浴
時
は
、
足
元
か
ら
お
湯
を

徐
々
に
か
け
体
を
慣
ら
す

• 

「
湯
加
減
ど
う
？
」
な
ど
時
々

声
か
け
を
す
る

問　

消
防
署　

☎
88
‐
0
4
0
0



9 　　 広報かつやま12月号 №733

ことばの贈り物ことばの贈り物
“ありがとうメッセージ”“ありがとうメッセージ”
入賞作品発表入賞作品発表

　身近な暮らしの中で感じた“感謝の気持ち”や“伝
えたい思い”などを、39（サンキュー）文字以内
で表した「ありがとうメッセージ」を募集したと
ころ、1,240点の応募がありました。その中から
選ばれた優秀賞作品と入選者をご紹介します。

（順不同、敬称略）

●勝山サンプラザ
　　　平成28年1月8日㈮～ 1月27日㈬
●市立図書館
　　　平成28年1月29日㈮～ 2月21日㈰

荒井允友季（村岡小1）
野地　慶大（荒土小1）
川崎　一樹（成器南小2）
出口　望冬（成器南小2）
笹木　咲楽（荒土小3）
小林　千晃（鹿谷小3）
吾田　杏奈（鹿谷小4）
林　　佳歩（村岡小4）
中村　有伽（平泉寺小4）
福島　夏生（荒土小5）

細川　蓮斗（成器西小5）
細野　りえ（野向小6）
島田美紗希（荒土小6）
櫻井　莉聖（成器南小6）
荒井　優花（勝山南部中1）
水井　菜月（勝山中部中1）
竹内　未来（勝山北部中2）
川内　鈴華（勝山中部中2）
齋藤　日和（勝山南部中3）
前田　泰吾（勝山中部中3）

入　選

問　未来創造課
　　（市役所２階）

☎88 ｰ 1115

平成27年度
人権啓発活動 地方委託事業

ありがとうメッセージ入賞作品展示

おかあさん、おとうさん、かぞくへ

「おかえり」といつもわたしを
まっている。
やさしいかぞくがわらってる。
ありがとう。

はるなより
　　　　（鹿谷小学校１年

宇佐美　陽菜）

パパへ

いつも野球練習をしてくれて
ありがとう。
うまくなったけど、もっと強
くなりたいよ。

勇之介より
　　　　（村岡小学校２年

東川　勇之介）

耳のふ自由なおばあちゃんへ

耳があまり聞こえないのに、
わたしの話に
一生けん命耳をかたむけてく
れてありがとう。

ゆらより
　　　（北郷小学校３年

仲谷　優来）

お母さんへ

いつも、むかむかしている
時にぎゅ～とだきしめて
くれてありがとう。すごく
おちつく。

ゆい花より
　　（村岡小学校４年

梨木　唯花）

お父さんへ

いつも、仕事でつかれて
帰ってきても私の前では
笑顔で話してくれてあり
がとう。

西尾　まみより
　　（成器西小学校５年

西尾　真美）

おばあちゃんへ

いつもぼくを支えてくれ
た。「ちゃんと大きくなっ
てや。」ぼくはその気持ち
に答えたい。

裕亮より
　　（北郷小学校６年

竹内　裕亮）

お母さんへ

だめな事はだめ、いい時
はいい、あたり前だけど、
しっかり言ってくれてあ
りがとう。

森　七瀬より
　（勝山中部中学校１年

森　七瀬）

しんせきのおじいさんへ

勉強のとき、自分に厳しく
やれと教えてくれてあり
がとう。その一言で頑張
れました。

宇佐美　蓮より
　（勝山中部中学校２年

宇佐美　蓮）
お母さんへ

「ありがとう。いつもご
めんね。」
そっとつぶやく感謝の言
葉、届くといいな。

祐子より
　（勝山南部中学校３年

中村　祐子） おかあさんへ

“スマホより顔みてはな
すとあったかい”
めっちゃいいことばや
とおもったよ。

みおより
　（勝山中部中学校３年

原田　澪）
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地方創生を目指し、２つの協定を締結
　市では、移住・定住を促進するために「雇用対策協定」　市では、移住・定住を促進するために「雇用対策協定」
と「勝山市空き家情報バンクの拡充及び勝山市への移住・と「勝山市空き家情報バンクの拡充及び勝山市への移住・
定住促進に関する協定」を新たに締結しました。今後、相定住促進に関する協定」を新たに締結しました。今後、相
互に協力し、市の労働環境・住環境を全国に情報発信して互に協力し、市の労働環境・住環境を全国に情報発信して
いきます。いきます。

人
口
減
少
・
雇
用
対
策
に
向
け
た

人
口
減
少
・
雇
用
対
策
に
向
け
た

「
雇
用
対
策
協
定
」
を
締
結

「
雇
用
対
策
協
定
」
を
締
結

「
勝
山
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の

「
勝
山
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の

　

拡
充
及
び
勝
山
市
へ
の
移
住
・

　

拡
充
及
び
勝
山
市
へ
の
移
住
・

定
住
促
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

定
住
促
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

■
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
を
促
進

　

市
と
福
井
労
働
局
は
11
月
24

日
、
北
陸
３
県
で
は
初
め
て
と

な
る
「
雇
用
対
策
協
定
」
を
締

結
し
ま
し
た
。

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
の
促
進
や
子

育
て
を
し
な
が
ら
働
く
女
性
の

支
援
を
柱
に
両
者
が
協
力
し「
勝

山
市
地
方
創
生
総
合
戦
略
」
で

掲
げ
る
人
口
減
少
問
題
お
よ
び

雇
用
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

■
空
き
家
で
地
域
の
活
性
化
を

　

市
と
勝
山
市
宅
地
建
物
取
引

業
協
議
会
は
11
月
25
日
、「
勝
山

市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
の
拡
充

及
び
勝
山
市
へ
の
移
住
・
定
住

促
進
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

市
内
に
存
在
す
る
有
効
活
用

可
能
な
空
き
家
の
情
報
の
照
会
・

提
供
を
相
互
に
行
う
こ
と
で
空

き
家
情
報
バ
ン
ク
を
充
実
さ
せ
、

市
内
へ
の
移
住
・
定
住
を
促
進

し
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
空
き
家
を
お
持
ち
で

売
却
や
賃
貸
を
お
考
え
の
方
は
、

建
設
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
市
内
の
雇
用
情
勢

　

協
定
締
結
後
に
開
催
さ
れ
た

勝
山
市
産
業
振
興
懇
話
会
で「
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野
が
推
し
進
め

る
雇
用
対
策
」
に
つ
い
て
宮
川

所
長
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
後
に
各
委
員
か
ら
雇
用

情
勢
に
対
す
る
状
況
報
告
が
あ

り
、
マ
イ
ラ
ン
Ｅ
Ｐ
Ｄ
合
同
会

社
勝
山
事
業
所
（
旧
社
名　

ア

ボ
ッ
ト
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
勝

山
事
業
所
）
や
株
式
会
社
フ
ク

タ
カ
な
ど
か
ら
「
事
業
拡
張
な

ど
の
た
め
、
現
在
、
ま
と
ま
っ

た
人
数
の
人
材
を
募
集
し
て
い

る
」
な
ど
の
情
報
提
供
が
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
繊
維
関
連
産
業
で

は
、
製
造
部
門
の
国
内
回
帰
に

よ
り
人
手
不
足
傾
向
で
あ
る
旨

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

問　

商
工
振
興
課（

市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
８
１
０
５

　
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
野

　

☎
66
‐
２
４
０
８

■
今
回
協
定
を
締
結
し
た事

業
所

•
株
式
会
社
天
野
工
務
店

•
大
和
興
業
株
式
会
社

•
有
限
会
社
丸
山
工
務
店

•
株
式
会
社
土
田
木
材

•
有
限
会
社成王

不
動
産
開
発
商
事

•
松
山
建
設
株
式
会
社

•
有
限
会
社
恐
竜
不
動
産

申 
・
問　

建
設
課
（
市
民
会
館

２
階
） 

☎
88
‐
８
１
０
７

空き家情報バンクとは

　空き家の売却や賃貸を希
望する所有者などから申し
込みを受けた物件の情報を
公開し、空き家の利用を希
望する方に対し紹介を行う
システムです。
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恐竜渓谷ふくい勝山ジオパーク
　

日
本
の
国
土
面
積
の
約
60
％
は
、
雪

が
積
も
る
地
域
で
す
。
北
陸
を
は
じ
め
、

山
陰
、
東
北
、
北
海
道
な
ど
日
本
海
側

が
そ
の
主
な
地
域
で
す
。
こ
れ
ら
の
地

域
で
は
、
雪
が
人
々
の
暮
ら
し
に
様
々

な
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し
た
。
私

た
ち
の
住
む
勝
山
も
例
外
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
は
雪
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
よ
う
。

■
日
本
海
側
に
た
く
さ
ん
雪
が
降
る
の
は

　

大
陸
か
ら
寒
気
を
と
も
な
っ
た
冬
の

季
節
風
が
、
対
馬
暖
流
が
流
れ
る
日
本

海
か
ら
熱
と
水
蒸
気
を
受
け
て
雪
雲
と

な
り
、
南
北
に
連
な
る
山
脈
に
沿
っ
て

雪
雲
が
上
昇
し
て
、
日
本
海
側
に
多
く

の
雪
を
降
ら
せ
ま
す
。
勝
山
盆
地
に
も
、

そ
の
雪
雲
が
九
頭
竜
川
の
谷
に
沿
っ
て

流
れ
込
み
、
多
く
の
雪
を
降
ら
せ
ま
す
。

■
積
雪
は
天
然
ダ
ム
と
風
土
を
育
む

　

雪
は
水
資
源
を
考
え
る
う
え
で
重
要

な
要
素
の
一
つ
で
す
。
勝
山
の
産
業
を

支
え
て
き
た
滝
波
川
や
女
神
川
に
あ
る

発
電
所
の
水
は
、
大
量
に
降
る
雪
が
そ

の
源
と
な
っ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
積

雪
が「
天
然
ダ
ム
」

の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
と
言
え
ま

す
。
ま
た
、
雪
は

冬
の
勝
山
の
風
土

を
育
ん
で
き
ま
し

た
。
例
え
ば
、
北
谷
町
小
原

に
残
る「
大
壁
作
り
民
家
」は
、

冬
の
積
雪
で
１
階
部
分
か
ら

の
出
入
り
が
困
難
に
な
る
た

め
、
２
階
に
縦
長
の
出
入
り

口
を
備
え
た
様
式
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
つ
て
の
城
下
町
で
は
雪
で

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
々
の
絆
と
春
を

待
つ
庶
民
の
心
意
気
を
表
す
「
勝
山
左

義
長
ま
つ
り
」
が
今
に
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

■
何
気
な
い
風
景
に
自
然
災
害
の
痕
跡
が

　

一
例
と
し
て
野
向
町
の
高
尾
岳
の
斜

面
に
は
、
す
じ
状
の
地
肌
や
帯
状
に
杉

林
が
な
い
部
分
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
れ

ら
は
、
度
重
な
る

雪
崩
の
発
生
に
よ

り
山
地
斜
面
が
線

状
に
え
ぐ
ら
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の

風
景
か
ら
雪
崩
が

発
生
し
た
こ
と
が

理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

時
に
は
降
雪
の
功
罪
を
知
り
、
豪
雪

地
域
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
生
活
を

検
証
し
、
自
然
の
風
景
を
見
渡
し
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市

役
所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

－第17回－　ジオパークから見た勝山雪物語－第17回－　ジオパークから見た勝山雪物語

高尾岳の雪崩痕高尾岳の雪崩痕

雪の小原雪の小原

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
牧
野

優
で
す
。
今
回
は
10
月
に
行

な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
と
市
内
で
活

動
し
て
い
る
若
者
を
紹
介
し

ま
す
。

■ 

『
親
子
わ
く
わ
く
パ
ク
パ
ク

野
菜
塾　

〜
き
た
だ
に
じ

か
ん
〜
』（
第
3
回
）

　

広
報
８
月
号
と
10
月
号
で
ご
紹
介
し
た

見
出
し
の
イ
ベ
ン
ト
の
第
３
回
を
10
月
18

日
に
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
秋
野
菜
の
収
穫
と
、
ひ
ょ
う
た

ん
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
体
験
を
し
ま
し
た
。

収
穫
し
た
の
は
春
に
植
え
た
さ
つ
ま
い
も

で
、
参
加
者
は
宝
探
し
の
よ
う
に
夢
中
に

な
っ
て
土
の
中
か
ら
掘
り
出
し
て
い
ま
し

た
。
ク
ラ
フ
ト
体
験
で
は
ひ
ょ
う
た
ん
の

マ
ラ
カ
ス
と
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
作
り
ま

し
た
。
今
回
も
参
加
者
全
員
笑
顔
で
と
て

も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

春
か
ら
行
っ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
も
今
回

が
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
方
に

ご
協
力
い
た
だ
き
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
す
る
予
定
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
幻
の
黄
金
漬
け
試
食
会

　

広
報
８
月
号
で
紹
介
し
た
「
ま
ち
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
活
動
を
し
て
い

た
メ
ン
バ
ー
が
主
体
と
な
り
、
妙
金
ナ
ス

で
作
っ
た
黄
金
漬
け
の
試
食
会
を
11
月
１

日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
生
産
農
家
を
訪
ね
、
収
穫
・
漬

物
作
り
を
体
験
し
た
メ
ン
バ
ー
が
、
そ
の

時
食
べ
た
妙
金
ナ
ス
の
美
味
し
さ
に
感
動

し
、「
も
っ
と
多
く
の
人
に
妙
金
ナ
ス
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
今
回
の
試
食
会

を
企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。

　

試
食
会
に
は
20
〜
30
代
を
中
心
に
12
人

の
参
加
者
が
集
ま
り

「
皮
が
硬
く
て
歯
ご

た
え
が
あ
っ
て
美
味

し
い
」「
適
度
な
辛

さ
で
白
米
に
よ
く
合

う
」
と
大
好
評
で
し

た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
今
後
も
自
分
た
ち
の
で

き
る
形
で
妙
金
ナ
ス
に
か
か
わ
っ
て
い
き

た
い
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）

☎
88
‐
８
１
０
６

地域おこし協力隊
牧野　優さん

勝山の魅力を全国に！地域おこし協力隊

さつまいも収穫さつまいも収穫

ひょうたんのランプシェードひょうたんのランプシェード

妙金ナスの黄金漬け妙金ナスの黄金漬け
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参加者の内訳（11月末現在）

性　別 人　数 年　代 人　数
男 57 10代未満 5
女 37 10代 33
計 94 20代 41

30代 3
区　分 人　数 40代 8
社会人 45 50代 2
学　生 49 60代 2
計 94 計 94

体験の内容 人　数
農作業のお手伝い 20
牧場のお手伝い 5
地域を活性化するお手伝い 62
地域の伝統を守るお手伝い 7

計 94

※ 複数の内容を体験した方は、主に体験し
たプログラムで集計しています

田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

田
舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
報
告

　

今
年
も
多
く
の
方
が
勝
山
市
を
訪
れ
、「
田
舎
暮
ら
し
」
を

体
験
し
ま
し
た
。
そ
の
活
動
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

問　

農
業
政
策
課
（
市
役
所
１
階
）
☎
88
‐
８
１
０
６

　

市
で
は
、
移
住
・
定
住
を
促
進

す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
か
ら
田

舎
暮
ら
し
体
験
交
流
事
業
を
実
施

し
て
お
り
、
現
在
４
人
の
事
業
参

加
者
が
定
住
し
て
い
ま
す
。
本
年

度
か
ら
田
舎
暮
ら
し
体
験
関
連
の

業
務
を
『
勝
山
田
舎
暮
ら
し
体
験

応
援
倶
楽
部
キ
ラ
リ
（
以
下
、
キ

ラ
リ
）』
に
業
務
委
託
し
て
い
ま

す
。

　

キ
ラ
リ
は
平
成
27
年
4
月
に
設

立
さ
れ
た
団
体
で
、
田
舎
暮
ら
し

体
験
の
事
務
局
業
務
お
よ
び
勝
山

市
の
農
産
物
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
資
源
の
販
売
促
進
な
ど
を
行

い
、
さ
ら
な
る
地
域
活
性
化
を
目

指
す
団
体
で
す
。

■
住
み
込
み
で
お
手
伝
い

　

田
舎
暮
ら
し
体
験
と
は
、
都
会

か
ら
の
参
加
者
に
市
内
の
各
農
家

さ
ん
の
農
作
業
な
ど
を
手
伝
っ
て

も
ら
い
、
代
わ
り
に
食
事
と
宿
泊

先
を
提
供
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

近
年
で
は
東
京
や
大
阪
な
ど

様
々
な
地
域
か
ら
年
間
１
０
０
人

以
上
の
方
が
田
舎
暮
ら
し
体
験
に

参
加
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
今
ま
で
に
な

い
経
験
が
で
き
と
て
も
よ
か
っ

た
」、
受
入
先
か
ら
は
「
明
る
い

方
に
多
く
来
て
い
た
だ
き
活
気
づ

い
た
」
と
、
双
方
が
と
て
も
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
者
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
11
月
末
現
在
で
94
人

の
参
加
者
が
あ
り
、
平
成
20
年
度

か
ら
の
累
計
参
加
者
は
８
８
６
人

と
順
調
に
人
数
を
増
や
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
人
気
の
参
加
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
地
域
を
活
性
化
す
る
お
手

伝
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
域
別

で
は
、
北
は
埼
玉
県
、
南
は
鹿
児

島
県
か
ら
参
加
が
あ
り
ま
す
が
、

中
で
も
中
部
圏
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
滞
在
期
間
は
１
泊
２
日
の

参
加
が
多
い
で
す
が
、
今
年
は
長

期
休
暇
、
夏
休
み
を
利
用
し
た
１

週
間
以
上
の
滞
在
も
目
立
ち
ま

す
。
ま
た
、
気
軽
に
日
帰
り
で
参

加
さ
れ
る
方
も
い
ま
す
。

　キラリでは、田舎暮らし体験の受入
れをしたいという農家を募集していま
す。詳しくは、キラリ事務局までお問
合せください。
問　キラリ事務局（農業政策課内

市役所1階）☎88 ｰ 8106
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人権の啓発活動
■11月30日　勝山サンプラザなど

　一日人権擁護委員に（特非）市民活動ネットワー
クかっちゃまＨＵＢの義野陽子さんが委嘱され、サ
ンプラザ前で人権啓発のチラシを配りました。

新そばの味を堪能
■11月21・22日　越前大仏

　「もんぜん市&新そばまつり」が行われました。
　大勢の方が今年採れたての新そばの味を堪能して
いました。

本番に向け本格始動
■11月13日　市民会館

　「福井しあわせ元気」国体・障害者スポーツ大会勝
山市実行委員会の第1回総会が行われました。ディ
ノフレンズと成器南幼稚園の「はぴねすダンス」が
披露され花を添えました。

個性豊かなお城が勢揃い！
■11月8日　勝山城博物館

　第10回越前勝山城絵画作品展「お城を描こう」の
入賞者の表彰式が行われました。今年は524点の応
募があり、金賞5点を含む114点の作品が入賞しまし
た。

不慮の事態に備える
■11月6日　スキージャム勝山

　短時間に多数の負傷者が発生したことを想定した、
集団災害訓練を行いました。多数の機関が参加し、本
番さながらの訓練が行われました。

市民文化祭開幕！
■10月31日・11月1日　市民会館・教育会館

　今年の市民文化祭が開かれ、市民会館でオープニ
ングセレモニーが行われました。

広報かつやま12月号 №733 　　 12

越前信用金庫から越前信用金庫から
寄付金31万円寄付金31万円

第33回福井県交通安全県民大会第33回福井県交通安全県民大会
福井県知事表彰福井県知事表彰

　11月27日㈮に越前信用金庫の西野浩一理事
長が市役所を訪れ、「環境保全に役立ててくだ
さい」と、市長に31万円を手渡しました。

　11月5日㈭に福井市内で開催された見出しの
大会で、勝山市交通指導員の久保金喜さんと斎
藤甚三郎さんが、交通安全功労者として福井県
知事表彰を受賞されました。

市長に寄付金を手渡す西野浩一理事長表彰状を受け取る久保金喜さん

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集
（
意
見
公
募
）

新
春
！

恐
竜
も
ち
つ
き
会

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
政
策

な
ど
の
立
案
に
反
映
さ
せ
、
開
か

れ
た
市
政
を
推
進
す
る
た
め
、
次

の
戦
略
・
計
画
案
に
つ
い
て
ご
意

見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
い
た
だ

い
た
ご
意
見
は
、
市
の
考
え
方
を

添
え
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
ま
す
。

　

意
見
の
提
出
方
法
は
、
閲
覧
場

所
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
「
意
見
記
入
票
」
に
ご
意
見
を

記
入
い
た
だ
き
、郵
送
、電
子
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
提
出
先
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
勝
山
市
地
方
創
生総合

戦
略
（
案
）

閲 
覧
場
所
▼
未
来
創
造
課
（
市
役

所
２
階
）、
市
立
図
書
館
、
各

公
民
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

提
出
先
▼
〒
９
１
１
‐
８
５
０
１

　

勝
山
市
元
町
１
‐
１
‐
１

未
来
創
造
課　

宛

　

E-M
ail　

m
irai@

city.
katsuyam

a.lg.jp

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

88
‐
１
１
１
９

募
集
締
切
▼

　

平
成
28
年
1
月
6
日
㈬

　

先
着
３
０
０
人
に
祝
い
餅
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
！

と　

き
▼
平
成
28
年
１
月
３
日
㈰

午
前
11
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
県
立
恐
竜
博
物
館
前

問　

か
つ
や
ま
恐
竜
の
森

活
性
化
連
絡
協
議
会

☎
88
‐
８
７
７
７

②
勝
山
市
第
３
次

地
域
福
祉
計
画
（
案
）

閲 

覧
場
所
▼
福
祉
・
児
童
課
（
す

こ
や
か
内
）、
市
立
図
書
館
、

各
公
民
館
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
提
出
先
▼
〒
９
１
１
‐
０
０
３
５

　

勝
山
市
郡
町
１
‐
１
‐
50

福
祉
・
児
童
課　

宛

　

E-M
ail　

fukusi@
city.

katsuyam
a.lg.jp

　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

87
‐
３
５
２
２

募
集
期
間
▼
12
月
25
日
㈮
正
午
〜

平
成
28
年
１
月
25
日
㈪
正
午

問 

①
未
来
創
造
課（
市
役
所
２
階
）　

☎
88
‐
１
１
１
５

　

② 

福
祉
・
児
童
課
（
す
こ
や
か

内
） 

☎
87
‐
0
7
7
7

「幸福度日本一ふくい」「幸福度日本一ふくい」
幸福アイテム募集幸福アイテム募集

　「幸福」を思い浮かべる場所や幸せを感じ
たエピソードを募集します。
　審査のうえ「幸福アイテム」に選定され
た方には賞品を贈呈します。
部　門▶一般部門、シニア部門（65歳以上）、
　　　　ジュニア部門（高校生以下）
応募期限▶平成28年1月8日㈮
応 募方法▶幸福を感じる写真データまたは
エピソード（100文字程度）をE-Mailで
送信
送信先▶seisaku@pref.fukui.lg.jp
※ タイトルに「幸福日本一ふくい応募【○
○部門】」、本文に氏名、住所、電話番号
をお書きください

申・問  県政策推進課 ☎0776 ｰ 20 ｰ 0226 もちつき体験も
できます
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青
年
会
退
会
記
念
・

入
営
紀
念（
碑
）

　

こ
の
碑
は
北
郷
町
坂
東
島
の
坂
東
神
社
境
内

に
、
入
営
が
３
基
、
退
会
が
１
基
、
名
前
の
み

１
基
で
２
か
所
に
分
け
て
建
っ
て
い
る
。
石
で
は

な
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
柱
に
金
属
板
を
打
ち
つ

け
た
も
の
と
、
石
に
刻
ん
で
埋
め
こ
ん
だ
も
の
か

ら
な
る
。
戦
争
に
か
か
わ
る
碑
で
軍
隊
入
営
に

関
わ
る
も
の
は
、
こ
こ
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
入

営
碑
・
退
会
碑
と
も
見
出
し
の
文
字
の
他
に
は

氏
名
が
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
た
だ
し

入
営
碑
に
は
昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
８
月
と

年
紀
が
記
さ
れ
て
い
る
。
青
年
会
退
会
碑
も
入

営
碑
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
建
て
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

青
年
会
は
、
江
戸
時
代
の
若
者
組
あ
る
い
は

若
連
中
と
い
わ
れ

る
、
村
ご
と
に
作
ら

れ
た
15
〜
30
歳
位
ま

で
の
成
年
男
子
の
集

団
が
そ
の
起
源
と
言

わ
れ
て
い
る
。
お
祭

り
行
事
や
警
備
な

ど
、
村
の
生
活
組
織

と
深
く
結
び
つ
い
た

集
団
活
動
を
通
じ

て
、
村
民
と
し
て
の

自
覚
を
高
め
た
。

　

明
治
27
年
の
日
清

戦
争
次
い
で
37
年
に

は
日
露
戦
争
も
起
こ
り
、
戦
後
の
増
税
に
よ
り

荒
廃
し
た
地
方
社
会
の
改
良
・
再
建
を
目
指
す

地
方
改
良
運
動
が
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
風
潮
の
中
で
青
年
会
（
団
）
活
動
が

盛
ん
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

明
治
30
年
代
に
は
大
野
郡
の
青
年
会
が
成
立

す
る
。
早
く
も
野
向
村
竜
谷
で
は
同
35
年
に「
青

年
立
志
会
」
と
称
す
る
青
年
会
が
生
ま
れ
て
い

る
。
北
郷
村
で
も
同
40
年
前
後
に
設
立
さ
れ
坂

東
島
区
も
含
め
各
区
に
支
部
が
設
け
ら
れ
た
。

最
近
に
な
っ
て
青
年
会
の
資
料
が
何
点
か
見
つ

か
り
、
戦
前
の
青
年
会
の
果
た
し
た
役
割
も

徐
々
に
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
一
つ
、
旧
上
元
禄
区
の
青
年
会
の
「
記

録
簿
」
か
ら
次
の
よ
う
な
事
が
わ
か
る
。
昭
和

８
年
頃
か
ら
応
召
・
入
営
軍
人
の
送
別
・
見
送

り
の
記
事
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
同
10

年
以
前
は
年
に
１
〜
２
人
程
度
に
と
ど
ま
っ
て

い
た
。
日
中
戦
争
が
始
ま
る
同
12
年
そ
し
て
同

13
年
に
入
る
と
10
人
を
越
え
る
名
前
が
記
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　
「
記
録
簿
」
は
同
13
年
以
降
の
記
事
が
欠
け

て
お
り
、
再
び
記
録
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る

の
は
同
21
年
か
ら
で
あ
る
。
兵
隊
に
と
ら
れ
て

青
年
会
の
担
い
手
が
い
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
入
営
碑
・
退
会
碑
は
戦
前
の
活
発
な
青
年

会
活
動
の
一
端
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「１０代のための
座右の銘」

～今を変える
未来を変える～

「アカシア書店
営業中！」

「笑うと
なぜいいか？」

大泉書店編集部／編
大泉書店

浜野　京子／作
あかね書房

斎藤　茂太／著
新講社

「座右の銘」をもっていますか？人生の指針
となり、どんな時にも支えとなって、素敵な
未来へと導いてくれる。そんな特別な言葉
となる「座右の銘」を見出せるよう、著名
人たちの言葉を、彼らのプロフィールや言
葉の出典・エピソードとともに紹介します。

大地は、読書好きな５年生。ところが、大好
きな「アカシア書店」の児童書コーナーが減
らされてしまうかも…。３か月で１０パーセン
ト売り上げをアップさせれば減らされないと聞
いた大地は、智也、真衣、琴音と力を合わ
せて、コーナーを守るため奮闘しますが…。

人は「笑った数」だけ元気になる！　「一
つ笑えば若返り、一つ怒れば老けてゆく」
「「ありがとう」には、笑顔がよく似合う」
「不真面目けっこう、能天気おおいにけっ
こう」…。人生を楽しむモタさんの言葉が
満載です。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年11月末 前年比

総件数 ４００件 －１０件

人身事故
（うち高齢者）

２８件
（１０）

－１３件
（＋４）

死　者
（うち高齢者）

２人
（２）

＋１人
（＋１）

傷　者 ３３人 －１３人

物損事故 ３７２件 ＋３件

12月の納税

10月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 11月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,701人 4 －12 －8 11 －14 －3 11,690人 －11人
女 12,840人 8 －10 －2 18 －23 －5 12,833人 －7人
合　計 24,541人 12 －22 －10 29 －37 －8 24,523人 －18人
世帯数 8,050世帯 8,055世帯 5世帯

人口の動き

固定資産税▶第3期　
納期限▶12月25日㈮　口座振替▶12月22日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪31
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知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
！

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
ご
注
意
！

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

「化石のペーパーウェイトを
つくろう」

「恐竜の骨を観察しよう」

「タイでの発掘調査」

24日㈭、29日㈫～１月2日㈯、
１月13日㈬

12月20日㈰
博物館自然教室

平成28年
1月10日㈰
博物館自然教室

1月17日㈰
博物館セミナー

休館日

行ってみよう

湯ったり勝山
　湯ったり勝山では、毎月第３日曜日の“湯っ
たりの日”に、市民の方の趣味や特技を披露す
るマイステージを開催しています。
　12月のマイステージは、クリスマスにちなん
だ催しと勝山市文化協会の定期発表会を開催し
ます。ご家族やお友達も誘い合ってご参加くだ
さい。

お子さまが楽しめる催しも企画しています。
来場者には記念品をプレゼント！

と　き▶１月17日㈰　午前10時～午後３時

12月マイステージ
と　き▶12月20日㈰　午前10時～午後３時

時　間 内　容

午前10時30分～ エコクラフトで
クリスマスリースを作ろう

午後２時～３時
勝山市文化協会定期発表会
　出演：勝山ひばり歌謡会
　　　　勝山歌謡曲研究会

１月マイステージのお知らせ
湯ったり勝山１周年記念「湯ったり祭」

問　湯ったり勝山（市民交流センター1階）
☎88 ｰ 3722

　　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

緊急メールサービスの
登録はお済みですか？
　防災無線が聞き取りづらい状況
でも、防災情報や気象警報を知る
ことができます。まだ登録されて
いない方は、ぜひご登録ください。
問　総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

　

冬
場
で
も
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど

に
よ
り
食
中
毒
は
発
生
し
ま
す
。

正
し
く
予
防
し
感
染
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　

感
染
し
た
場
合
、
回
復
し
て
も

１
週
間
（
長
い
場
合
は
１
か
月
）

は
便
に
ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
る
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。

主
な
症
状 

潜
伏
期
間
▼
24
〜
48
時
間 

症 　

状
▼
下
痢
、
吐
き
気
、
お
う

吐
、
腹
痛
、
発
熱
な
ど

感
染
経
路
の
例

• 

ウ
イ
ル
ス
を
含
有
し
た
カ
キ
な

ど
の
二
枚
貝
を
、
十
分
加
熱
せ

ず
に
食
べ
る

• 

感
染
者
が
十
分
に
手
洗
い
を
行

わ
ず
、
調
理
時
に
食
品
を
汚
染

す
る

• 

感
染
者
の
便
や
お
う
吐
物
を
処

理
し
た
後
、
手
に
つ
い
た
ウ
イ

ル
ス
が
ド
ア
ノ
ブ
な
ど
に
付
着

し
、
そ
こ
か
ら
人
の
手
を
介
し

て
口
に
入
る

予
防
方
法

• 

加
熱
が
必
要
な
食
品
は
十
分
加

熱
す
る

• 

石
鹸
と
流
水
に
よ
る
手
洗
い
を

十
分
行
う

• 

下
痢
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
食
品
を
扱
う
こ
と
を
控
え
る

• 
感
染
者
の
便
や
お
う
吐
物
は
、

使
い
捨
て
の
手
袋
や
マ
ス
ク
を

着
用
し
速
や
か
に
処
理
す
る

• 

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
含

む
漂
白
剤
を
薄
め
た
消
毒
液
で

消
毒
す
る

消
毒
液
の
濃
度
の
目
安

０ 

・
02
％
▼
水
５
０
０
m
l

に
対
し
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
半
分
の
漂
白
剤

※
手
を
触
れ
る
場
所
に
使
用

０ 

・
１
％
▼
水
５
０
０
m
l

に
対
し
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
２
杯
の
漂
白
剤

※ 

便
や
お
う
吐
物
に
汚
染
さ

れ
た
場
所
に
使
用

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

QRコードを
読み取り

空メールを送信


